
頭部の筋
頭部の筋は「表情筋」と「咀嚼筋」
表情筋
・顔⾯の⾻から起こって⽪膚に停⽌する⽪筋
・顔⾯神経の⽀配

咀嚼筋
・顎関節の運動に携わり咀嚼する
・三叉神経の第3枝である下顎神経が⽀配

1

表情筋

2

プロメテウス解剖学
コアアトラス第３版ｐ５１６

表情筋

3

結膜の杯細胞の分布 涙液の機械的な推進

眼輪筋の作⽤

4



プロメテウス解剖学
コアアトラス第３版ｐ５１６

・⼝輪筋は⼝を閉じる
・頬筋は咀嚼時に頬を圧迫する
・笑筋は笑いとは無関係

表情筋

5

表情筋

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ５１７

• ⼝⾓下制筋は⼝⾓を下げる
• ⼤頬⾻筋は⼝⾓を引き上げる
• 上唇挙筋はチンパンジーのよ
うに上唇を反転する

6

a：外眼⾓で眼輪筋を収縮させると、⼼配そうな表情になる
b：皺眉筋の収縮は、明るい太陽光に反応して⽣じる“思慮深い眉”
c：⿐筋を収縮させると外⿐孔が狭まり、元気な、または『喜⾊に満ちた』
d：両側の上唇⿐翼筋の⼒強い収縮は、不満を現す
e：⼝輪筋の収縮は決意を表す
f：頬筋の収縮は満⾜を現す
g：⼤頬⾻筋は微笑むときに収縮する
h：笑筋の収縮は意味ありげな表情を現す
i：⼝⾓挙筋の収縮は⾃⼰満⾜のサインである
j：⼝⾓下制筋の収縮は悲しみを表す
k：下唇下制筋の収縮は下唇を引き下げ、忍耐を現す
l：おとがい筋の収縮はためらいの表情を現す
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咀嚼筋は“つり⾰”である

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ５２３
13

⾆の筋（前額断）

※⾆の筋⾁
・外⾆筋（⾆が外部の⾻に付着；⾆の位置を変える）

：おとがい⾆筋、⾆⾻⾆筋、⼝蓋⾆筋、茎突⾆筋

・内⾆筋（筋全体が⾆の中にある；⾆の形を変える）
：上縦⾆筋、下縦⾆筋、横⾆筋、垂直⾆筋

14

内⾆筋（前額断）

（⾆を短くする、⾆尖を持ち上げる）

（⾆を細く伸ばす）

（⾆を平べったくする）

（⾆を短くする、⾆尖
を下に向ける）

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ６０８
15

外⾆筋（⽮状断）

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ６１０ 16



外⾆筋（下顎⾻左側のみ切除）

外⾆筋は⾆下神経⽀配
※⼝蓋⾆筋のみ迷⾛神経⽀配

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ６０８ 17

⼝蓋咽頭筋
（⼝蓋咽頭⼸の深部を⾛る）

⼝蓋⾆筋は⼝腔内から位置が確認できる。
⾆根の引き上げ、⼝蓋⾆⼸の閉鎖で⼝腔と
咽頭の間を閉じる 18

⼝蓋の筋

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ６１５

・⼝蓋帆挙筋は軟⼝蓋を持ち上げる作⽤
・⼝蓋帆張筋は⽿管咽頭⼝を開⼝させる
・⼝蓋垂筋は⼝蓋垂を持ち上げて軟⼝蓋の中央部を圧迫して⼝峡を閉じさせる

こうがいはんきょきん

19

頸部の筋
頚部には
後部の最深層に「後頭下筋群」がある
乳様突起から胸部に伸びる「胸鎖乳突筋」がある

頸椎の横突起からは「斜⾓筋群」が出ている
前⾯には「椎前筋群」が付着
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25 26

胸鎖乳突筋の触診

27

起始：⼤胸筋と三⾓筋の上部を覆う⽪膚や筋膜
停⽌：下顎⾻下縁、顔⾯下部の⽪膚
神経：顔⾯神経
作⽤：頸部の⽪膚にしわを作り下顎⾻の引き下
げを補助する

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ６１９ 28



胸（⾻）鎖（⾻）乳（様）突（起）筋

※脳神経のXI（副神経）が⽀配するのは僧帽筋と胸鎖乳突筋

※胸鎖乳突筋は前傾三⾓、後頸三⾓の境界をなす
→前頸三⾓には内頚静脈、総頸動脈が通る

プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ６１８

起始：
・胸⾻頭：胸⾻柄
・鎖⾻頭：鎖⾻内側1/3
停⽌
・乳様突起および上項線
作⽤
・⼀側の収縮：頭を同側に傾ける

頭を対側に回転させる
・両側の収縮：頭を伸展させる

頭が固定されている場合、吸息を助ける
神経⽀配：副神経、頚神経叢からの直接の枝（C1,2)
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呼吸補助筋
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頸長筋
けいちょうきん
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37

頸長筋
けいちょうきん

38

39

咽頭を背⾯から開く

プロメテウス解剖学コアアトラス
第３版ｐ６１５
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41

❶内⾆筋が⾆を押し上げて⼝
蓋前部に密着させ、前を塞
ぐ。このとき⾆背には⾷塊を
のせる窪みができる
❷❸前⽅から後⽅に向かって
⾆が挙上し、⾷塊を後⽅へ送
る

❹⼝蓋筋と咽頭挙筋が軟⼝
蓋を後上⽅へ引き上げる
❺上咽頭収縮筋が収縮する
ことにより咽頭後壁が隆起
する
（❹❺の結果、⿐咽頭腔は
閉鎖される）
❻咽頭挙筋による咽頭の挙
上

❼上咽頭収縮筋による隆
起は順次下降する
❽❾⾆⾻と喉頭の挙上
❿喉頭蓋は後⽅に傾く

喉頭の筋

42プロメテウス解剖学コアアトラス第３版ｐ６３２

甲状軟⾻の左側を切除している

（2本⾒える）

胸部の筋
胸部の筋は

浅胸筋：上肢の運動に関与
⼤胸筋 ⼩胸筋 前鋸筋 鎖⾻下筋

深胸筋：肋⾻の運動に関与・横隔膜と
ともに呼吸運動も⾏う

外肋間筋 内肋間筋

横隔膜：呼吸運動
からできている
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49

腹部の筋
腹部の筋の働き：

①腹部内臓の保護
②側腹筋による側屈・捻転などの運動
③⾻盤と胸郭が固定されている時は腹圧を⾼める

a）気道が開いている時は
強制呼気や咳・くしゃみの際など

b）気道が閉じている時は
いきみの状態（排便・排尿・嘔吐）など

50
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ふくちょくきん
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背部の筋
背部の筋は

浅背筋：上肢の運動に関与
僧帽筋 広背筋 肩甲挙筋
⼤菱形筋 ⼩菱形筋

深背筋第１層：肋⾻の運動に関与
上後鋸筋 下後鋸筋

深背筋第２層：脊柱の運動に関与
板状筋 脊柱起⽴筋 横突棘筋
棘間筋 横突下筋 後頭下筋

からできている
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「翼状肩甲⾻（翼状肩甲）」

肩甲⾻が背中から浮き上がって
翼のように⾒える状態

原因としては
前鋸筋の⿇痺や筋⼒低下
⻑胸神経の損傷

63

頸板状筋
けいばんじょうきん
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65

頸板状筋
けいばんじょうきん
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頸腸肋筋
けいちょうろっきん

69

腸肋筋の１つの

頸腸肋筋
けいちょうろっきん
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腸肋筋の１つの

71

腸肋筋の１つの
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最も⻑い筋ではないよ！！
→最も⻑い筋＝縫⼯筋

頸最長筋
けいさいちょうきん
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最⻑筋の１つの
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最⻑筋の１つの

頸最長筋
けいさいちょうきん
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最⻑筋の１つの
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頸棘筋
けいきょくきん

頸棘筋

頭半棘筋

77

棘筋の１つの

頸棘筋
けいきょくきん
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棘筋の１つの

79

脊柱の安定、姿勢保持の作⽤が主

は

だ

か
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けいはんきょくきん

頸半棘筋

頸半棘筋
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けいはんきょくきん

頸半棘筋
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肩部の筋
肩部の筋は

「⼤きな⼒を出すアウターマッスル」と
「関節の安定に寄与するインナーマッスル」がある

アウターマッスル
三⾓筋 ⼤胸筋 ※胸部の筋で説明

インナーマッスル
棘上筋 棘下筋 ⼩円筋 肩甲下筋

がある
89

肩部の筋
棘上筋 棘下筋 ⼩円筋 肩甲下筋

これら４つの筋⾁を合わせて

「腱板」
＝「回旋筋腱板」
＝「ローテーターカフ」
と呼ぶ
これらは包むように上腕⾻頭を肩甲⾻の関節に押し
当てることで肩関節の安定性を保っている
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上腕の筋
上腕の筋は肘関節を曲げる（屈曲）屈筋と、肘関節
を伸ばす（伸展）伸筋に分けられる

屈筋
烏⼝腕筋 上腕⼆頭筋 上腕筋

伸筋
上腕三頭筋 肘筋

・肘の運動に関与する筋
・肩甲⾻に起始を有するものは肩関節の運動にも
影響する
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前腕部の筋（屈筋群）
前腕の筋は上腕⾻または前腕の⾻から起こり、⼿の
⾻に付着し、⼿⾸または指を動かす

前腕の筋は「屈筋群」と「伸筋群」に分けられる
屈筋はさらに「浅層」と「深層」に分けられる
浅層
円回内筋 撓側⼿根屈筋 ⻑掌筋
浅指屈筋 尺側⼿根屈筋

深層
深指屈筋 ⻑⺟指屈筋 ⽅形回内筋
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『テュルプ博⼠の解剖学講義』

レンブラント・ファン・レイン作 106

前腕部の筋（屈筋群）
前腕の筋は全体が筋膜に包まれている
⼿⾸の部分では特に厚くなっており
⼿掌側では「屈筋⽀帯」
⼿背側では「伸筋⽀帯」

と呼ばれる靭帯となる

屈筋⽀帯は⾈状⾻、⼤菱形⾻と⾖状⾻、有鈎⾻の間
に張り、そこはトンネルになっている
それを「⼿根管」と呼び、腱や神経（正中神経）が
⾛る

⼿根管内の腱鞘が炎症などで腫脹すると、神経が圧
迫されて障害を⽣じる（⼿根管症候群）
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